




支持金物である肘鉄が貫いていた。肘鉄には、扉の
骨組み（木柄）を貫く坪鉄が接続する。重厚な扉の
支持のため、実柱の肘鉄周辺には補強金物が施され
ていた（写真６）。坪鉄と接続する回転部側は肘鉄
の下に、反対側には肘鉄の上に、補強金物が取り付
けてあり、力の方向を考えての補強となっていた。
　土蔵本体の柱や実柱などの木部には割竹に縄を巻
き付けた巻竹が取り付けられ、土塗りの下地となっ
ていた。巻竹の縄は藁縄が主であったが、土の付け
代の小さい刀刃の先端付近には麻縄が用いられ、巻
竹の厚さが抑えられていた。塗り層の構成は、荒付
け、中塗り、仕上げ塗り（漆喰）というシンプルな
三層構成であった。
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　家主の方に「とても美しい下地がみえる壁がある」

とご案内頂いた主屋の土壁がある（写真７）。その
壁は、地震によって横竹側の壁土がばっさり脱落し、
確かに“きれい”に小舞下地が顔を見せていた。見
れば荒壁塗りは縦竹側から施工されており、横竹側
から行われた裏返し塗りが脱落している。竹の間隔
は非常に小さく、丁寧に、丹精込めて施工された様
子が伝わってきたのだが、一方で下地の間隔が小さ
すぎたのであろう、荒壁土の小舞下地の反対側への
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塗抜けが最小限であり、裏返し塗りを施す面に平ら
でひっかかりが少ない状況を作ってしまったようで
ある。剥落した壁のなかから、こんなに丁寧に作っ
たのになぜ？という当時の職人の声が聞こえてきそ
うである。

【注】１）現地で被災建物を救済する支援活動を実施されて
いる長谷川順一氏のご案内で実現した。

２）おぎいし。能登町小木地区周辺で採取される凝灰岩
【引用文献】１）石川県危機管理室：令和５年度奥能登地震
による被害等の状況について（令和５年６月時点）
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